
令
和
元
年
七
月
五
日
受
領

答
弁
第
二
七
八
号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
二
七
八
号

令
和
元
年
七
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
源
馬
謙
太
郎
君
提
出
政
令
指
定
都
市
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
源
馬
謙
太
郎
君
提
出
政
令
指
定
都
市
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
指
定
都
市
」
に
関
す
る
「
検
証
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
大
都
市
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
審
議
が

行
わ
れ
た
第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
（
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
三
日
ま
で
設
置
）

に
お
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
指
定
都
市
の
市
長
か
ら
、
大
都
市
に
は
、
複
雑
で
多
様
化
す
る
様
々
な
都
市
的
な
課
題

や
行
政
事
業
を
効
果
的
、
効
率
的
に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
も
生
か
し
な
が
ら
一
元
的
に
解
決
す
る
機
能
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
大
都
市
制
度
の
見
直
し
に
係
る
論
点
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
権
限
は
委
譲
さ
れ
て
い
な
い
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
都
市
は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務
、
民
生

委
員
に
関
す
る
事
務
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
等
同
項
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
都
道
府
県
が
法
律
又
は
こ
れ
に

基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に

一



代
わ
っ
て
指
定
都
市
が
処
理
す
る
権
能
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
区
の
設
置
」
及
び
「
区
の
事
務
所
の
設
置
」
に
つ
い
て
は
、
大
都
市
に
お
い
て
住
民
に
身
近
な
行
政
を
円
滑

に
処
理
す
る
観
点
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を

分
掌
さ
せ
る
た
め
、
条
例
で
、
そ
の
区
域
を
分
け
て
区
を
設
け
、
区
の
事
務
所
を
置
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
選
挙

に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
観
点
か
ら
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
区
に
選
挙
管
理
委
員
会
を
置
く
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。

二


